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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、足部への植皮生着に関する因子を調べ、植皮生着率改善のために必要な要因

を検証しているものである。荷重部は非荷重部と比較して有意に生着率が低く、2期的に

再建した方が1期的に再建するよりも生着率が改善するということを見出した一方、タイ

オーバーの有無や固定期間、術後歩行開始までの日数や植皮面積は生着率には有意に影響

しなかったことを報告した。また、1期再建でも2期再建でも、病変を切除してから治癒す

るまでの日数はほぼ同等であり、2期的に再建してもデメリットは少ないことを証明し

た。後方視的な研究であり、今後前向きの検証は必要と思われるが、生着が難しい足部へ

の植皮において、影響する因子を見出した点で学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


